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教
育
か
ら
学
び
、
私
た
ち
の

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」
と
設
立
の

趣
旨
を
前
置
き
し
て
次
の
３

点
を
確
認
し
ま
し
た
。 

①
西
和
賀
町
深
澤
晟
雄
の

会
と
の
情
報
交
換
。
②
屋
久

島
や
種
子
島
の
人
た
ち
に
働

き
か
け
て
会
員
の
確
保
を
図

る
。
③
８
月
と
12
月
に
会
員

交
流
会
を
開
く
。 

第10回総会開く 

 

 

第
10
回
深
澤
晟
雄
の
会
総

会
を
６
月
18
日
沢
内
バ
ー
デ

ン
で
開
き
ま
し
た
。
総
会
で
は

27
年
度
事
業
報
告
と
決
算
、

今
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
度
事
業
で
は
、
深
澤
晟

雄
村
長
没
後
50
周
年
と
沢
内

病
院
開
設
60
周
年
と
併
せ
た

記
念
事
業
の
実
施
、
鹿
児
島
県

屋
久
島
町
と
の
交
流
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
・
国
際
協
力
機
構
研
修
視
察

団
の
受
け
入
れ
に
取
り
組
ん

だ
経
緯
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
事
業
で
は
生
命
尊

重
行
政
を
推
進
し
た
深
澤
晟
雄

村
長
就
任
か
ら
60
周
年
を
迎

え
る
来
年
に
向
け
て
、
関
係
団

体
等
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
結

成
し
て
記
念
事
業
実
施
の
準
備

に
入
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

併
せ
て
来
年
は
深
澤
晟
雄

の
会
設
立
10
周
年
の
節
目
で

も
あ
り
、
10
年
の
歩
み
を
検

証
し
、
記
録
に
残
す
活
動
の
準

備
に
も
取
り
組
み
ま
す
。 

昨
今
の
深
澤
晟
雄
資
料
館

は
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
か

ら
も
注
目
さ
れ
る
「
生
命
尊
重

の
発
信
基
地
」
と
し
て
資
料
館

機
能
の
充
実
強
化
も
総
会
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

病
院
長
が
記
念
講
演 

総
会
終
了
後
、
西
和
賀
さ
わ

う
ち
病
院
の
北
村
道
彦
院
長
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
「
み
ん
な
で
『
生

命
尊
重
』
を
合
言
葉
に
、
健
康

な
町
づ
く
り
を
目
指
そ
う
」
を

テ
ー
マ
に
「
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
禁
煙
と
減
塩
を
」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

（
写
真
＝
総
会
の
開
会
行
事
） 

 

 

屋
久
島
深
澤
晟
雄
の
会
設

立
総
会
が
５
月
27
日
に
開
か

れ
ま
し
た
。
設
立
発
起
人
の
有

馬
千
賀
子
さ
ん
の
挨
拶
の
後
、 

深
澤
晟
雄
精
神
を
学
ぼ
う
と

映
画
「
自
分
た
ち
で
生
命
を
守

っ
た
村
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
28
年
度
の
活

動
方
針
と
し
て
「
屋
久
島
深
澤

晟
雄
の
会
は
、
深
澤
晟
雄
さ
ん

の
功
績
と
旧
沢
内
村
の
社
会

屋
久
島
の
会
が
設
立
総
会 

 
 

 

深
澤
精
神
を
地
域
づ
く
り
に 

町民の病院は町民の手で 
 本会恒例の「町民の病院は町民の手で環

境整備を」と、西和賀さわうち病院の草刈り奉

仕作業を６月２５日に行いました。８人で２時

間の作業でしたが暑い中ご苦労様でした。 

今年は周年事業準備と 

資料館機能の充実強化 



 

   

 

 

 

 

 

いまよりも 

 

 

A 

 
 

の
情
報
や
物
質
に
弄
ば
れ
る
私

た
ち
現
代
人
が
一
番
自
覚
す
べ

き
だ
か
ら
で
あ
る
。
夏
休
み
に
資

料
館
に
行
っ
て
も
っ
と
深
澤
精

神
を
知
り
尽
く
し
た
い
。 

（
農
学
部 

Ｏ
さ
ん
） 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

深
澤
晟
雄
の
理
念
は
最
終
的

に
日
本
全
国
に
広
が
り
、
戦
後 

  

深
澤
さ
ん
の
政
策
で
す
ご
い

の
は
乳
児
医
療
費
無
料
化
で
あ

る
。
全
国
初
の
試
み
で
多
く
の

壁
に
当
た
り
な
が
ら
も
こ
の
政

策
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
。
住

民
の
命
を
第
一
に
考
え
る
深
澤

さ
ん
の
行
動
力
を
見
習
い
た
い
。 

（
農
学
部 

Ａ
さ
ん
） 

～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

乳
児
死
亡
率
ゼ
ロ
を
め
ざ
し

て
実
際
に
成
し
遂
げ
た
深
澤
さ

ん
に
と
て
も
感
銘
し
た
。
私
だ

っ
た
ら
失
敗
の
リ
ス
ク
の
高
い

行
動
は
避
け
て
し
ま
う
が
、
深

澤
さ
ん
は
そ
れ
を
一
切
考
え
ず
、

村
の
将
来
の
た
め
に
自
分
の
人

の
人
口
成
長
と
社
会
福
祉
の
向

上
に
繋
が
っ
て
い
る
。
子
ど
も

の
命
を
重
視
す
る
深
澤
の
歩
み

は
、
少
子
化
が
進
む
今
日
に
も

非
常
に
参
考
に
な
り
、
子
ど
も

を
健
康
に
育
て
る
こ
と
は
、
社

会
の
未
来
と
大
き
く
繋
が
っ
て

い
る
と
思
う
。
ぜ
ひ
資
料
館
に

も
行
っ
て
み
た
い
。 

（
人
文
社
会
科
学
部 

Ｒ
さ
ん
） 

 

 

 

生
を
か
け
て
戦
っ
た
。
私
も
人

生
か
け
て
成
し
遂
げ
る
こ
と
に

挑
戦
す
る
生
き
方
を
し
た
い
。 

（
教
育
学
部 

Ｉ
さ
ん
｝ 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

深
澤
さ
ん
が
残
し
た
言
葉
の

数
々
は
現
代
の
我
々
に
も
大
変

意
味
の
あ
る
も
の
で
大
切
に
し

た
い
。
ま
た
、
深
澤
さ
ん
の
さ

ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
物
事
を

見
る
眼
は
我
々
も
見
習
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
今
、
行
っ
て
い
る

勉
学
を
未
来
に
生
か
し
、
深
澤

さ
ん
の
よ
う
に
地
域
の
た
め
に

な
る
活
動
を
し
た
い
。 

（
理
工
学
部 

Ｋ
さ
ん
） 
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佐々木    岩手大学で 

深澤生命行政語る

本会の佐々木孝道理事長が岩手大学の全学共通

教育科目 「持続可能なコミュニティづくり実践学」の

講師に招かれ、６月８日 「自分たちで命を守った村」

と題して今年で６年目の深澤生命行政を語りました。 

聴講した学生約３００人から 「深澤精神と実践力に

学ぶ」 と感銘深い感想が寄せられました。本人の承

諾なしで掲載したので匿名とさせていただきました。 

「深澤精神と実践力に感銘」 

法
律
よ
り
も
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
念
が
あ
る
と
い
う

思
い
か
ら
、
村
人
の
意
識
を
変

え
、
人
の
心
を
動
か
し
、
様
々
な

改
革
に
取
り
組
ん
だ
村
長
は
と
て

も
立
派
な
方
だ
と
思
っ
た
。
今
私

た
ち
が
健
康
で
文
化
的
に
生
き

て
い
る
こ
と
は
、
深
澤
村
長
と
沢

内
の
村
人
の
お
か
げ
で
あ
る
と

感
じ
た
。 

（
人
文
社
会
科
学
部 

Ｉ
さ
ん
） 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

乳
児
死
亡
率
が
東
京
で
26
の

と
き
、
岩
手
県
で
66
、
沢
内
村

70
に
は
驚
い
た
。
こ
れ
を
改
善

す
る
た
め
に
深
澤
村
長
の
積
極

的
な
行
動
は
す
ご
い
と
思
っ
た
。 

現
代
に
通
じ
る
「
保
健
・
医
療
・ 

福
祉
の
一
体
化
」
は
、
と
て
も
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。 

（
農
学
部 
Ｓ
さ
ん
） 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

映
像
資
料
の
最
後
に
「
物
種
あ

っ
て
の
命
で
は
な
く
命
あ
っ
て

の
物
種
で
あ
る
」
と
い
う
深
澤
村

長
の
言
葉
に
深
く
共
感
し
た
。 

高
度
文
明
社
会
に
あ
っ
て
多
く

の 

現
代
に
通
じ
る
深
澤
精
神 

信
念
貫
く
行
動
力
に
感
動 

 
理事長  

熱弁で講義する佐々木理事長


